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はじめに

ハナツルボラン（Asphodelus fistulosus）は，地中海

沿岸から西アジアを原産とする一年生または短命な多年

生草本である（植村ほか, 2015）．観賞用に導入された

ものが稀に逸出し，路傍や荒地などに生え（清水 , 

2003），愛知県内においては，豊橋市，半田市，常滑市，

知多市，豊明市，大治町で記録がある（愛知県，2017）．

採集記録

筆者は，愛知県名古屋市港区においてハナツルボラン

を確認したので報告する（図1）．

なお，本調査で得られた証拠標本は筆者が保管してい

る．

Asphodelus fistulosus L.

ハナツルボラン

愛知県名古屋市港区空見町，2018.06.15，中村肇（1671）
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図1．名古屋市港区で確認されたハナツルボラン
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